
タージン　御社ではシルクスクリーン印

刷を手がけておられると伺いました。具

体的にはどのようなものでしょうか。

森（佳）　印刷には様々な手法がありま

すが、シルクスクリーンは素材や形状を

問わず印刷できるのが特長です。また、

弊社では種類に応じて様々なインクを使

用するため、文房具や化粧品のパッケー

ジ、通帳カバー、本の表紙など多様な用

途や印刷物に対応しています。

タージン　なるほど。御社は創業から約

半世紀という長い歴史をお持ちだそうで

すが、競合他社との差別化はどのように

図ってこられたのでしょうか。

森（佳）　第一は品質へのこだわりです。

印刷ににじみやズレが生じないよう、妥

協を許さず丁寧な仕事を心がけてきまし

た。また他社に先駆け、多くの工程の自

動化を行ったことも大きかったですね。

社員の技術に機械のスピードが加わるこ

とで、高品質で効率の良い印刷が可能に

なりました。

森（龍）　さらに、フィルム製作から製

版までの作業において、以前は外注して

いたフィルム製作を、現在は自社で行っ

ています。他社では校正刷りまでに 3 ～ 

7 日かかるそうですが、弊社ではもとも

と 1 ～ 2 日、長いものでも 3 日で行って

おりました。しかし、自社製作するよう

になってからはさらなる納期短縮が可能

になり、数時間から 1 日程度で校正刷り

をお出しできるようになりました。また

印刷データの作成、編集も行っておりま

すので、納期遅れの回避はもちろん、コ

スト削減にもつながっています。

タージン　作業の自動化に自社製版 ･･･

時代の流れに即した判断を迅速に下して

こられたのですね。では、社員の方には

どのような指導を行っておられますか？

森（佳）　私が社員によく伝えるのは、

「仕事に惚れろ」ということ。ただ作業

をこなしていくのではなく、如何に素晴

らしいものを作ってお客様に喜んで頂く

か─その想いで仕事と向き合ってほし

いんです。実際、弊社の社員は皆仕事に

対して真摯な姿勢で臨んでいますよ。

タージン　創業以来、御社が事業成長し

続けてこられたのは、仕事の品質に加え

働く方の情熱があったからなんですね。

最後に、今後の展望をお聞かせください。

森（佳）　後継者不足の企業も多い中、

弊社は息子の龍平が自ら跡を継ぐと言っ

てくれましたので、今後は新しい世代の

皆で会社をますます盛り上げていってほ

しいですね。特にこれからはコンピュー

タの時代。龍平は専門的な知識を持って

いますから、私は自ら培った技術と経験

をしっかり伝えていきたいと思います。

森（龍）　父をはじめ、森工芸が築いて

きた歴史を守りながら、失敗を恐れず新

しいことにもどんどん挑戦していきたい

ですね。2011 年には新社屋が完成しま

したし、クリーンな環境でのハイレベル

な製品作りを心がけ、これからも社員の

皆と共に、事業に邁進していきます。
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代表取締役　森 佳秀［写真上］

1967 年、父親や弟と共に（株）森工芸を立ち上げる。時
代の流れを読んでいち早く印刷工程を自動化するなど、
柔軟な対応力を以て会社を成長へと導いてきた。

品質管理　森 龍平［写真下］

コンピュータ関係の仕事を経た後に、（株）森工芸に入社。
専門知識を活かした新しい時代の経営を手がけるべく、
父や社員のもとで修業を積んでいる。
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独自のシルクスクリーン印刷を展開
高品質・短納期で高みを目指す

「自分たちで印刷したものを遠方の地で偶然見
つけたときは嬉しかった」と語られた森社長。
形に残り、世の中に出ていくものを作る仕事
ならではの感動ですね。今後も社員の方々と
共に、時代に柔軟に対応しながら、さらなる
ステップアップを目指して頑張ってください。
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